
令和５年７月２１日 

赤 羽 文 化 セ ン タ ー 

午後３時００分から 

 

 

令和５年度赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会 

第２回幹事会 次第 

 

 

１． 開会 尾花会長挨拶 

 

２． 議題 

（１）まちづくり提案について 

  修正案の検討について 

  総会での諮り方について 

（２）令和５・６年度協議会人事（案）について 

（３）令和５・６年度協議会活動方針（案）について 

 

３． その他 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

（配布資料） 

資料１ まちづくり提案（事務局案）—意見の取りまとめを含めた新旧対照表— 

資料２ 令和５・６年度協議会人事（案） 

資料３ 令和５・６年度協議会活動方針（案） 

補足資料 赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会会則 

    

 

◎次回予定：令和５年  月  日（ ）午後  時より 

             赤羽会館 にて 
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まちづくり提案（幹事会案）—意見の取りまとめを含めた新旧対象表— 
 

 

 

 

 

【地域の拠点施設について】 

 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

導

入 

「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」に

おいて、「地域の拠点施設」としての土地利用の

位置づけがなされた、現在の赤羽小学校の敷地周

辺は、今後も将来に渡り、地域の拠点としての役

割を果たしていくことが望ましいことを再確認

しました。 

 ●拠点施設は赤羽小学校であり、敷地周辺が地

域の拠点ではないと思うので、修正が必要と

思う。 

● 「小学校周辺地域」が 「地域の拠点」という

のは表現として何を現わしているのか？ 

（ご意見への見解・対応） 

➡ゾーニング構想での位置づけと、赤羽小学

校の施設更新の必要性、周辺再開発の動き

を受け、それらを含む一帯は、地区の拠点と

捉えて考えていくべきエリアということ

を、まちづくり提案の検討に着手した当初

に幹事会として共有し、それに基づいて議

論を積み重ねてきました。 

ゾーニング構想における「地域の拠点施設」

は、小学校の敷地のみを特定せず、周辺再開

発の動きを含む一帯を地区の拠点と考えて

おり、今回のまちづくり提案においても、そ

の考え方を踏襲しています。 

 

□導入部で個別具体的場所を標記してしまう

と提案そのものの性格が狭められて感じる。

以下に示す全体的な共通性を表現するのが

導入部分の役割ではないのか。 

（ご意見への見解・対応） 

➡拠点に関しての提案項目が複数あり、それ

らの共通する前提として意識を持つことが

必要と考え、導入としました。 

 

□現在、様々な意見が一つのテーブル上にあ

り、議論が散漫になりつつある様に思いま

す。問題、課題点を短期、中期、長期に分け

て整理し議論を進めていくことが必要な時

期に来ているのではないでしょうか。 

（ご意見への見解・対応） 

➡協議会が主体的にできることなど、多様な

主体との役割分担や、時間軸を検討するこ

とも大切なことだと思います。 

「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」に

おいて、「地域の拠点施設」としての土地利用の

位置づけがなされた、現在の赤羽小学校の敷地周

辺は、今後も将来に渡り、地域の拠点としての役

割を果たしていくことが望ましいことを再確認

しました。 

事務局案へ概ね賛同 ４件 

 

 

 

凡例 〇：概ね賛同の意見・感想   赤字：第１回幹事会後の意見（A＋B）を踏まえ、事務局案を修正した箇所 

   ●：修正意見         青字：第２回幹事会での意見を踏まえ、幹事会案として修正した箇所 

□：質問等 

※この資料は、第２回幹事会の意見をもとに、幹事会案としてまとめたものです。 

資料１ 
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 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

1 「地域の拠点施設」としての具体的な土地利用に

あたっては、長い歴史の間、地域に親しまれ、多

様な地域活動の中心となってきた、赤羽小学校が

そのまま存置し続けることが望ましいとの意見

が多くありました。 

また、赤羽小学校は学校改築の時期が迫っている

ことから、まずは教育施設としての充実を図りな

がら、防災拠点としての機能を高めることを望み

ます。 

そのうえで、赤羽小学校が 「地域の拠点施設」と

して、今後の地域の発展と活力の向上に寄与し、

一層その機能を発揮するため、学校教育に支障の

ない範囲で、文化 ・交流 ・福祉等の機能を有する

公共施設等との複合施設として充実が図られる

ことが望まれます。 

●項目１と項目２の文章は対極なことを述

べているため、文章が繋がるよう、表現を

工夫したほうがよい。 

（事務局回答） 

協議会の中で出た意見には相反するもの

があり、それを文章の中で共存させようと

すると、このような表現（2 案併記）にし

ておくのもひとつの手なのではないかと

しています。 

 

●赤羽小学校がそのまま存置し続ける～」→

「赤羽小学校をそのまま存置し続ける～」 

（ご意見への見解・対応） 

➡修正しました。 

 

●赤羽小学校はあくまでも学校教育を中心と

すべきである。それでなくても、部活動にも

時間を費やされる教師などにとっても、福祉

とか老人施設が出来たら、いつ大人や老人達

が出入りしても不思議ではなくなる。不審者

も大手を振って出入りできる場と学校は一

緒にはできない！安全ではなくなるので。 

（ご意見への見解・対応） 

➡協議会等のご意見では、内容は様々でした

が概ね複合化の方向が示されました。複合

化において懸念されることについては、案

文中「…学校教育に支障のない範囲で･･･」

という文言に含まれています。 

 

●「意見が多くありました」 具体的に%また

は x 割 x 分と表現した方が分かり易いと思い

ます。 

（ご意見への見解・対応） 

➡協議会、特にこのまちづくり提案の検討に

あたっては、多数決ではなく、話し合い （協

議）でまとめていくという考え方のため、数

値把握は行っておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の拠点施設」としての具体的な土地利用に

あたっては、長い歴史の間、地域に親しまれ、多

様な地域活動の中心となってきた、赤羽小学校を

そのまま存置し続けることが望ましいとの意見

が多くありました。 

また、赤羽小学校は学校改築の時期が迫っている

ことから、まずは教育施設としての充実を図りな

がら、防災拠点としての機能を高めることを望み

ます。 

そのうえで、赤羽小学校が 「地域の拠点施設」と

して、今後の地域の発展と活力の向上に寄与し、

一層その機能を発揮するため、学校教育に支障の

ない範囲で、文化 ・交流 ・福祉等の機能を有する

公共施設等との複合施設として充実が図られる

ことを望みます。 

事務局案へ概ね賛同 ５件 
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 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

2 

 

事業化の検討が進む駅前周辺の市街地再開発事

業については、地区周辺の防災性の飛躍的な向上

（地震、水害など）に加え、都市基盤の整備、賑

わいや地域活力を維持し魅力あるまちづくりが

進むなどの視点から、岩淵地区等後背地への波及

効果を含め、赤羽駅東口にとどまらず、駅西口を

含めた駅周辺まちづくりへの寄与、貢献を期待す

るところです。 

なお、市街地再開発事業の事業化により、日影や

風害など赤羽小学校の教育環境をはじめ、周辺地

域の生活環境への影響が懸念されるところです

が、まちづくりを主導する区が主体的に、事業主

体と十分協議し、その影響をできる限り低減でき

るよう最大限努めることを望みます。 

●再開発に対しどういう事を望むのかが明

らかになっていない。私達が市街地再開発

事業にどのように関われるのか、どういう

事を私達は望むのか、この中 （まちづくり

提案）に入れる必要があるのではないか。 

（事務局回答） 

これまでの幹事会での議論を踏まえて、今

回お示ししているのはあくまで事務局の

案で、事務局や区がこうしたいという思い

で書いていないため、適切な表現や、考え

方の相違があれば、見直していただき、ご

意見を伺えればと思います。 

● 「懸念されるところですが」 より強い表現

の 「確実視されます。」の方がはっきりすると

思います。 

●なお～の部分を 「なお、市街地再開発事業の

事業化は、赤羽小学校の教育環境をはじめ、

周辺地域の生活環境へ影響を与えないよう、

まちづくりを主導する区が主体的に事業主

体と十分協議することを望みます。」とした

い。 

（ご意見への見解・対応） 

➡市街地再開発事業は少なからず周辺環境に

影響を与えるものであるため、ご意見の主

旨を踏まえ、右記とおり修正案をまとめま

した。 

 

●この再開発事業以外にも、企画される大手民

間事業者の開発計画に対して、統一性、整合

性を備えるべく、協調した推進態勢の確立を

目指して貰いたい。 

（ご意見への見解・対応） 

➡これまでの議論にはなかったことですが、

取り上げてしかるべき視点と考え右記のよ

うに加筆しました。 

 

○再開発の事業を行う上で、近隣の商店や住民

の要望が反映できるようにすること。赤羽小

学校だけではなく商店や住民も日影や風害

の影響を受けるので設計にも取り入れるこ

と。 

○ビルの中の赤羽小学校の将来を思うと胸が

痛む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業化の検討が進む駅前周辺の市街地再開発事

業については、地区周辺の防災性の飛躍的な向上

に加え、都市基盤の整備、賑わいや地域活力を維

持し魅力あるまちづくりが進むなどの視点から、

岩淵地区等後背地への波及効果を含め、赤羽駅東

口にとどまらず、駅西口を含めた駅周辺まちづく

りへの寄与、貢献を期待するところです。 

また、市街地再開発事業の事業化により、日影や

風害など赤羽小学校の教育環境をはじめ、周辺地

域の生活環境へ大きな影響を与えないよう、まち

づくりを主導する区が主体的に、事業主体と十分

協議し、最大限努めることを望みます。 

なお、現在事業化の動きが顕在化していない地区

において同規模の開発が今後計画される際にも、

同様の対応を区には望みます。 

事務局案へ概ね賛同 ４件 
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 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

◆ 「地域の拠点施設」に係わる提案は以上が、望ま

しいものと考えます。 

そのうえで、今後検討が進む市街地再開発事業に

よる、赤羽駅東口のまちづくりへの効果の度合い

や、同事業による赤羽小学校をはじめとした周辺

地域への環境への影響が十分低減できない場合

等にあっては、学校関係者をはじめ地域住民への

十分な説明と理解を前提に、次善の選択として赤

羽小学校の地区内他所への移転については、やむ

をえないものと考えます。 

その際は他所に現在ある機能をできる限り現地

もしくはその周辺で確保できるよう最大限の配

慮を、公共施設の設置者である区には強く望みま

す。 

●1 に 「赤羽小学校はそのまま存在すること

が望ましい」と言っておきながら、他所に

移転するというのを書くということは、矛

盾しているのではないか。 

（事務局回答） 

学校を取り巻く再開発事業が未定の中で

のとりまとめには限界があり、「○○な場

合等にあっては、」と枕詞で繋ぎながら相

反する２案を併記しています。決して少

数とは言い切れない学校移転を支持する

意見を受け、複数案提示している形にな

っています。 

 

●この表現では諸環境に影響を及ぼす開発を

認めることになってしまう。移転を考えるの

は、まちづくり全体との整合性で更に妥当性

が認められる案が提示された場合とする。 

（ご意見への見解・対応） 

➡市街地再開発事業の事業化による影響への

対応は、項目２でお示しのとおり、「大きな

影響を与えないよう、まちづくりを主導す

る区が主体的に、事業主体と十分協議し、

最大限努めること」としていますが、次善

の策として移転等の選択を記載しておりま

す。 

 

●1 の方針と反対の内容であり、多くの住民が

1 の方針を求めている。この方針に次善の策

を書く必要はないと考えます。1 の方針がゆ

らいだものになり心配が広がります。 

（ご意見への見解・対応） 

➡赤羽小学校の地区内他所への移転について

は、検討開始当初から、教育環境の維持・

向上等の観点から決して無視できないだけ

のご意見があったと認識しています。 

また、協議当初から少数意見についても大

切にしていくという考えのもと、「両論併

記」「複数案」としてまとめる協議会の進め

方に倣って残しました。 

 

○地区他所の移転となった場合は、移転場所の

利用者との議論を十分に行い、理解されなけ

ればならないと考えます。 

 

「地域の拠点施設」に係わる提案は以上が、望ま

しいものと考えます。 

そのうえで、今後検討が進む市街地再開発事業に

よる、赤羽駅東口のまちづくりへのより大きな効

果が認められる場合や、同事業による赤羽小学校

をはじめとした周辺地域への環境への影響が十

分低減できない場合等にあっては、学校関係者を

はじめ地域住民への十分な説明と理解を前提に、

赤羽小学校の地区内他所への移転については 「次

善の策」と考えます。 

その際は他所に現在ある機能をできる限り現地

もしくはその周辺で確保できるよう最大限の配

慮を、公共施設の設置者である区には強く望みま

す。 

 

事務局案へ概ね賛同 ４件 
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【地域の拠点施設と連動したまちづくりについて】 

 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

3 赤羽駅と 「地域の拠点施設」とを繋ぐ 「赤羽駅

東口の駅前広場」は、バスの乗換利便性の向上

やシェアサイクルの導入など既存の交通機能

の充実を図りつつ、赤羽駅東口の 「顔」として

相応しい、賑わいや交流を生み、誰もが心地よ

く快適に利用できる、ゆとりある空間として、

整備されることを望みます。 

 ● 「シェアサイクル」という具体案は唐突。記

載すべきではない。有効とは言い難い手法。

西口広場や JR 駅構内の失敗例を踏まえ、利

用者の動線を考慮した大規模改革を主要交

通機関会社とともに検討し整備されること

を望みます。  

（ご意見への見解・対応） 

➡「シェアサイクル」の導入については幹事

会、まちづくりワークショップ、まちづくり

懇談会のなかで繰り返し出てきた意見のた

め反映しました。 

 

〇駅前広場は何度かレイアウトが変更されて

います。30 年 50 年と長く使われる広場に

する必要があると思います。 

 

〇駅を出るとすぐ交番があり便利なバスター

ミナル、タクシー乗り場があるのは嬉しい

が、喫煙の場所があって臭いが強く、今の時

代とり払うべきと思う。 

 

 

 

 

赤羽駅と 「地域の拠点施設」とを繋ぐ 「赤羽駅

東口の駅前広場」は、バスの乗換利便性の向上

やシェアサイクルの導入など交通機能の充実

を図りつつ、赤羽駅東口の 「顔」として相応し

い、賑わいや交流を生み、誰もが心地よく快適

に利用できる、ゆとりある空間として、整備さ

れることが望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ４件 

4 地域にとって大切な憩いの空間であり、貴重な

オープンスペースとなっている 「赤羽公園」に

ついては、早期の改修を求めます。 

改修にあたっては、誰もが利用しやすく、地域

の憩いの場、賑わいの場として親しまれるとと

もに、防災機能も備えた公園としての整備が望

まれます。その際、現在の赤羽会館部分につい

ては、「地域の拠点施設」の整備のあり様によっ

ては、赤羽公園と連携する施設として検討する

ことも大切と考えます。 

 ●「その際、現在の赤羽会館部分については、

「地域の拠点施設」の整備のあり様によって

は、赤羽公園と連携する施設として検討する

ことも大切と考えます。」というようなこと

を検討したおぼえがありませんが、いずれに

しても不要と考えます。 

（ご意見への見解・対応） 

➡赤羽会館部分を赤羽公園と連携する施設と

して検討するという議論は幹事会の中で出

ていましたが、公園整備に特化した項目の

ため削除しました。 

 

〇今は 50 年前の輝かしい赤羽公園のおもかげ

は全く感じられない。階段を上ってすべるす

べり台とか噴水などいつまで放っておくの

か?？ 

 

 

 

 

地域にとって大切な憩いの空間であり、貴重な

オープンスペースとなっている 「赤羽公園」に

ついては、早期の改修を求めます。 

改修にあたっては、誰もが利用しやすく、地域

の憩いの場、賑わいの場として親しまれるとと

もに、防災機能も備えた公園として再整備され

ることを望みます。 

事務局案へ概ね賛同 ６件 
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 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

5 赤羽を特徴づけている多彩な商店街は、商店街

のそれぞれの個性を継承しつつ、安全で快適な

買い物環境づくりを進めるとともに、変化する

まちのニーズに合わせて、引き続き赤羽の魅力

を高める商業空間として、発展を望みます。 

●赤羽の商店街のことだけでなく、再開発ビル

に入る商業施設と既存商店街の共存を意識

した一言を付け加えた方が良いのではない

か。 

（事務局回答） 

調整します。 

●予想される再開発事業に絡んだ 「新たな商店

街の形成」に触れるべき。 

（ご意見への見解・対応） 

➡再開発事業に絡めた新たな商店街（商業機

能）にも触れる文言にしました。 

 

●再開発事業との関連が強いと思いますので、

2 の中に含めるべきだと思います。 

（ご意見への見解・対応） 

➡商店街について言及する項目は必要という

ご意見を踏まえ、開発事業との関連性を含

んだ表現にしました。 

 

□多彩な商店街とは聞こえは良いが、飲み屋街

と化している一番街は、よっぱらいや客待

ち、客引きの派手な女の子がたむろし恥だと

思う。 

（ご意見への見解・対応） 

➡時代の経過とともに業態が変化しています

が、赤羽がにぎわいの拠点であることに変

わりはないと認識しています。引き続き、ま

ちの魅力を高める商業空間として、発展を

期待する表現にました。 

赤羽を特徴づけている多彩な商店街は、商店街

のそれぞれの個性を継承しつつ、安全で快適な

買い物環境づくりを進めるとともに、市街地再

開発事業による新たな商業施設を含め、地域全

体で協調を図り、変化するまちのニーズに合わ

せて、引き続き赤羽の魅力を高める商業空間と

して、一層の発展が望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ５件 

6 宿場町として繁栄した岩淵町にも接する赤羽

岩淵駅周辺は、歴史や自然に恵まれた地域への

導入部として、赤羽駅との関係性を高めていく

必要性があると考えます。今後は、赤羽駅や 「地

域の拠点施設」とのアクセス性の強化、双方の

間の市街地での賑わいの繋がりづくりなどが

望まれます。 

 ●宿場を語るときに必要な 「日光御成道」に触

れることが必要。西側エリアや臨市との協

調、東洋大へのアクセス路としての機能、宝

幢院前の道標の存在など歴史性の具体的説

明が必要。 

（ご意見への見解・対応） 

➡これまでの協議会での議論を踏まえ、調整

しました。 

〇同感！ 

日光御成道の宿場町として繁栄した岩淵町に

も接する赤羽岩淵駅周辺は、歴史や自然に恵ま

れた地域への導入部として、赤羽駅との関係性

を高めていく必要性があると考えます。今後

は、赤羽駅や 「地域の拠点施設」とのアクセス

性の強化、双方の間の市街地での賑わいの繋が

りづくりなどを望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ７件 

7 荒川の雄大な自然空間や、東洋大学、ナショナ

ルトレーニングセンターなどは、赤羽ならでは

のまちづくりを図るうえでの貴重な地域資源

といえます。これまで以上に、それらをコンテ

ンツとして活かし、結び付けて、まちの魅力発

信の機会や場の創出など、ハード・ソフトの両

面から連携して取組みを進めます。 

 ●トレーニングセンターを含んでしまうと 「東

口地区」という地域性がボケる。 

語るなら 「西口地区」の提案と整合性が必要。 

（ご意見への見解・対応） 

➡ 「東口地区」が中心の提案ですが、回遊性や

赤羽岩淵駅との繋がりを大事にしたいとい

う議論も踏まえ、「西口地区」との連携も記

載しました。 

 

〇 「まちの魅力発信の機会や場の創出など、ハ

ード・ソフトの両面から連携して取り組みを

進めます」は、よろしくお願いします。 

荒川の雄大な自然空間や、東洋大学、ナショナ

ルトレーニングセンターなどは、赤羽ならでは

のまちづくりを図るうえでの貴重な地域資源

といえます。これまで以上に、それらをコンテ

ンツとして活かし、結び付けて、まちの魅力発

信の機会や場の創出など、ハード・ソフトの両

面から駅西口側との連携も図りながら取組み

を進めることが望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ７件 
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 まちづくり提案（事務局案） 第 1 回幹事会で頂いた意見（A） 後日頂いた意見（B） まちづくり提案（幹事会案） 

8 今後更新が期待される赤羽公園及び赤羽会館

一帯への主要な道や、スズラン通りなどの街路

空間を快適にして、駅前広場や 「地域の拠点施

設」とつなぐとともに、地域全体に回遊性を生

み出して、長い時間、楽しく滞在できる、ウォ

ーカブルなまちづくりが望まれます。 

 ● 「スズラン通り」という呼称は使わない。「赤

羽」と 「志茂」の商店街名であり、空間とし

ては「LaLa ガーデン」が通称。ただ個別固

有名詞は必要ない。誤解が生じる可能性。 

（ご意見への見解・対応） 

➡修正しました。 

 

□ここで言われている 「拠点施設」とは何のこ

とでしょうか。教えてください。 

（ご意見への見解・対応） 

➡ 「地域の拠点施設」とは赤羽小学校の敷地周

辺のことであり、今後の土地利用により一

層魅力が高まるエリアであることを想定し

記載しています。 

 

□図書館の本の在庫が新しいのがなかなかな

い。中央図書館とは正反対。少し力を入れて

ほしい。 

（ご意見への見解・対応） 

➡図書館運営へのご意見については、所管課

へ共有いたします。 

 

今後更新が期待される商店街や赤羽公園及び

赤羽会館に続く主要な道路や、商店街などの街

路空間を快適にして、駅前広場や 「地域の拠点

施設」とつなぐとともに、地域全体に回遊性を

生み出して、長い時間、楽しく滞在できる、ウ

ォーカブルなまちづくりが望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ５件 

9 高齢者層、子育て層、若年層などが、それぞれ

が求める多様な生活スタイルで住み続けられ

る、まちの環境整備や機会の提供を図っていく

ことが必要と考えます。 

 ● 「高齢者層、子育て層、若者層」という表現

は多様化した社会を言い表すにはマッチし

ていない。 

高齢者と一括り、子育て層、若年層では含ま

れない年代や子供などの存在。 

（ご意見への見解・対応） 

➡修正しました。 

 

●赤羽公園を防災設備のある （例えばマンホー

ルトイレ）水などの非常用設置配置などの場

とし、赤羽会館をもっと老人施設に開放して

も良いと思う。 

（ご意見への見解・対応） 

➡公園の防災機能を高めることは項目 4 で、

福祉施設と複合化させることは項目 1 で触

れています。 

 

誰もが求める多様な生活スタイルで住み続け

られる、まちの環境整備や機会の提供を図って

いくことが望まれます。 

事務局案へ概ね賛同 ６件 

 



自治会・商店街会名

赤羽自治会 山中　邦彦 石井　清貴

赤羽南自治会 石澤　隆二 坂東　里江子

赤羽二丁目自治会 　若旅　孝雄 川嶋　茂 鈴木　徹

赤羽東口駅前通り商店街振興組合 山本　倫行 髙野　亘雄

赤羽一番街商店街振興組合

赤羽スズラン通り商店街振興組合 秋廣　教雄 富田　好明 熊倉　光広 丸野　由美子 森岡　謙二

赤羽中央街商店街振興組合 尾花　秀雄

赤羽東口京浜通り商店街

赤羽本町通り商店街 鈴木　邦彦

赤羽東口駅前商店会 伊原　勝利 広瀬　周嗣

赤羽ＯＫ横丁商店会 麻生　貴子

赤羽小学校ＰＴＡ 石井　勇介 平塚　美和子 川口　恵美

赤羽岩淵中学校ＰＴＡ 桑子　淳 髙儀　久子

※敬称略

　※幹事の任期は会則により原則２年間となっているが、コロナ禍の影響で生じた改選時期のずれを解消するため、
　　時期は、令和6年度末までの約１年半を任期とする。　

R5・6年度　赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会　幹事一覧表（案）

氏　　　　名

総会までに調整

総会までに調整

資料2



令和５・６年度 赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会 活動方針 

（案） 

 

１． 会長、副会長、幹事を中心に、引き続き住民と区が相互に、赤

羽駅東口地区まちづくりの円滑な推進を図ります。 

 

２． 令和５年〇月にまとめた「まちづくり提案」の実現に向け、赤

羽駅東口地区のまちづくりに係わるすべての方々に、広く周知を

図るとともに、その実践を働きかけていきます。 

 

３． 赤羽駅東口地区のまちづくりを、より開かれたものとし、より

多くの住民の方々の参画により進められるよう、まちづくりニュ

ースの充実や、まちづくり懇談会の定期的な開催など、情報提供

と参画機会の充実に取り組みます。 

 

以 上 

 

資料３ 












